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「栃木市ゼロカーボンシティ宣言」及び「ごみ減量宣言」について 

 

１「栃木市ゼロカーボンシティ宣言」について 

令和 5年 2月 11日に開催する、環境をテーマとしたイベント「エコライフ㏌とちぎ」

において「栃木市ゼロカーボンシティ宣言」を行う。 

本市は、平成 27 年 9 月関東・東北豪雨、令和元年東日本台風で甚大な被害を受けた

が、こうした極端な気象現象の背景にある地球温暖化に対する対策は喫緊の課題であ

ることから、2050 年までに温室効果ガスの排出を実質ゼロにする「カーボンニュート

ラル」を実現することを表明する。 

令和 5 年 4 月に（仮称）カーボンニュートラル推進課を設置し、カーボンニュート

ラルの施策を統一的に進めていく。 

また、第 2 次環境基本計画において重点的に取り組む施策として位置づけ、市、市

民、事業者が一丸となって、脱炭素社会の実現に向けて取り組んでいく。 

 

指 標 温室効果ガス排出削減率（％） 〔平成 25(2013)年度比〕 

11.7 〔令和元(2019) 年〕  ⇒ 50.0 〔令和 12 (2030)年〕 

 

具体的な取り組み 再生可能エネルギーの地産地消及び有効利用 

（第 2次環境基本計画素案より） 

  

２「ごみ減量宣言」について 

本市の家庭ごみは、「生ごみ」が多くの割合を占めており、これまでも、使いきり、

食べきり、水きりという「3きり運動」に取り組んできたが、今後は、食べ残しや期限

切れの食品を廃棄してしまう「食品ロス」の問題や、ごみ分別に関してもこれまで以上

に取り組み、第 2 次環境基本計画において重点施策に位置づけられているごみの減量

化を進めていく。 

具体的には「私のごみダイエット」として、ごみの減量化の工夫を広く募集し、ホー

ムページなどで公表することや、エコライフインとちぎの会場で、ごみ減量に関する宣

言書を配布し、減量への取組を積極的に実践することを市民・事業所に宣言いただき、

一丸となってごみ減量に取り組んでいくことなどを考えている。 

また、「エコライフ㏌とちぎ」において、お笑い芸人によるごみ問題に関する講演会

を開催し、ごみ減量について PR する。 

 

指 標 市民１人１日当たりの生活系一般廃棄物の排出量 

569 g〔令和３(2021) 年〕 ⇒ 482 g 〔令和 14(2032) 年〕 

 

具体的な取り組み 廃棄物等の分別の徹底のための普及啓発 

（第 2次環境基本計画素案より） 
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３「エコライフ㏌とちぎ」について 

環境啓発のイベントとして平成 26 年度まで「栃木市市民環境まつり」として実施し

ていたが、平成 29 年度から「エコライフ㏌とちぎ」としてリニューアルした。ここ数

年、災害やコロナ禍により中止せざるを得ない状況が続いたが、4 年ぶりに開催する。 

（１）日時 令和 5年 2月 11 日（土・祝日） 13：30 開場  14：00 開会  

（２）場所 とちぎ岩下の新生姜ホール（栃木文化会館）小ホール 

（３）内容 環境保全活動に取り組んでいる市民や団体等の表彰とその活動を紹介する

ほか、ごみ問題の講演会を実施し、環境負荷への意識向上を図るもの。 

 ① 環境保全活動感謝状贈呈 

        ② 栃木地区公衆衛生事業功労者表彰 

③ 栃木市地域クリーン推進員連合会表彰 

④「栃木市ゼロカーボンシティ宣言」 

    ⑤「ごみ減量宣言」 

    ⑥お笑い芸人によるごみ問題に関する講演会を開催 

｢マシンガンズ滝沢と考えるゴミ問題～清掃員から見た景色～｣ 

講師: マシンガンズ滝沢 

・2012 年収入を得るために、お笑い芸人の仕事を続けながらもごみ収集会

社に就職。ごみ収集中の体験や気づきを発信したSNSが注目を集めている。 

2020 年 10 月 9 日に環境省が新たに創設した「サスティナビリティ広報大

使」に第 1号として就任。 

⑦環境保全に関する啓発展示（団体・企業 順不同） 

 ・栃木県地球温暖化防止活動推進センター 

・サントリー㈱梓の森工場 

・日立ジョンソンコントロールズ空調㈱栃木事業所 

・日立グローバルライフソリューションズ㈱栃木事業所 

・栃木ガス㈱ 

・東京電力パワーグリット㈱ 

・栃木市女性団体連絡協議会 

・栃木市消費生活展 ほか 

      ⑧環境配慮車の展示 

 

 

【問合せ】 

◎栃木市ゼロカーボンシティ宣言・エコライフ㏌とちぎ関係 

環境課：福田、岡部 ℡:0282－21－2420 

 

◎ごみ減量宣言関係 

クリーン推進課：糸井、大森 ℡:0282－31－2447 



 
 

令和5年２月１１日(土)  
とちぎ岩下の新生姜ホール（栃木文化会館） 

  ※小ホール 栃木市旭町１２－１６ 

スケジュール 

１３：３０ 開場 環境保全に関する啓発展示（団体・企業） 

１４：００ 開会 ① 環境保全活動感謝状贈呈 

                  ② 栃木地区公衆衛生事業功労者表彰 

③ 栃木市地域クリーン推進員連合会表彰 

④「栃木市ゼロカーボンシティ宣言」 

         ⑤「ごみ減量宣言」 

１５：００    ⑥ ｢マシンガンズ滝沢と考えるゴミ問題 

～清掃員から見た景色～｣講演会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

￥ 

【 展 示 場 】 

環境保全に関する啓発展示（順不同） 

 ・栃木県地球温暖化防止活動推進センター 

・サントリー㈱梓の森工場 

・日立ジョンソンコントロールズ空調㈱栃木事業所 

・日立グローバルライフソリューションズ㈱栃木事業所 

・栃木ガス㈱ 

・東京電力パワーグリット㈱ 

・栃木市女性団体連絡協議会 

・栃木市消費生活展 ほか 

  

【南側駐車場特設会場展示】 

環境配慮車の展示（順不同） 

 ・栃木日産自動車販売㈱ 

 ・東日本三菱自動車販売㈱ 

 ・トヨタカローラ栃木㈱ 

栃木市消費生活展

同 時 開 催‼ 

 

※やむを得ない理由により、急遽中止となる場合があります 

マシンガンズ滝沢と考えるごみ問題 

～清掃員から見た景色～ 
◆マシンガンズ滝沢秀一（お笑い芸人）経歴 

1976年生まれ。東京都出身。 

1998年西堀亮とお笑いコンビ「マシンガンズ」を結成。 

「THE MANZAI」2012、14年認定漫才師。 

2012年収入を得るために、お笑い芸人の仕事を続けな

がらもごみ収集会社に就職。 

ごみ収集中の体験や気づきを発信した SNS が注目を集

めている。 

2020年 10月 9日に環境省が新たに創設した 

「サスティナビリティ広報大使」に第1号として就任。 

【主催】栃木市 

【協賛】栃木市地域クリーン推進員連合会 

【協力】栃木市女性団体連絡協議会 

新型コロナウィルス

感染症拡大防止のガ

イドラインを遵守し

て実施します。 

問合せ先 栃木市 生活環境部 

     環境課 環境政策係 

電話 0282-21-2420 


